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 要  旨 
インターネットの急速な普及拡大につれて，マルチメディアの需要が増大している．その一方
で，画像や電子文書などのディジタルコンテンツがユーザーなどによって不正にコピーされてしま
うことが問題になっている．つまり，インターネットを介して，第二，第三の無許可コピーが流布
する結果を招く恐れがあり，著作権の保護が緊急の課題となっている．その対策の一つとして，デ
ィジタルコンテンツに電子透かし処理を行うことが提案されている． 
本研究では，DCT (Discrete Cosine Transform) 領域において，埋め込み先の信号毎に適切な混
合率を用いて，適応的に透かし情報を埋め込むディジタルゴースト透かし方式を提案する．ディジ
タルゴースト透かし方式とは，原画像に対してディジタルゴーストという人工的なゴースト信号を
2 種類生成し，その 2 つを組み合わせることによって透かし情報の埋め込みと検出を行う方式であ
る．これまでのディジタルゴースト透かし方式の研究では，時間領域において原信号毎に適応的な
混合率を用いて透かし情報を埋め込んでいた． 
本論文では，時間領域の信号の代わりに，周波数領域の信号に透かし情報を適応的に埋め込む方
式を定式化する．その際，画質の劣化を防ぐために周波数領域の低帯域を避け，JPEG 圧縮などの
攻撃において切り捨てられる高帯域を除いた，中帯域部分に透かし情報を埋め込むこととする．複
数のテスト画像に対して計算機実験を行った結果，従来方式では SNR が 45[dB]以上で検出エラー
が発生したのに対し，提案方式では，攻撃なしの場合に 51[dB]まで検出エラーが発生しなかった
(画像 GIRL の場合) ．また，白色雑音付加，JPEG 圧縮，JPEG2000 圧縮，クリッピングに対する
耐性は従来方式に比べて相対的に低い BER(ビット誤り率)となり，各攻撃に対する耐性が向上する
ことが明らかになった．特に，JPEG 圧縮では 1/8 圧縮の場合，従来方式では透かし情報の検出に
失敗するのに対し，提案方式では検出に成功している (GIRL，SNR=50[dB]の場合)． 
 
 
